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條
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鶏
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叩
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ス
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文
藝
の
畑
作
と
い
ふ
働
き
が
そ
ふ
い
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
叉
其
鍛

　
　
　
賞
と
い
ふ
事
も
甚
だ
興
味
あ
る
精
帥
作
用
で
あ
る
。
普
懸
、
劔
作
は
作
家
の

　
　
　
自
由
な
る
想
像
力
の
嚢
堀
で
あ
り
．
か
く
し
て
繊
來
上
っ
た
作
品
を
了
解
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る
に
は
人
間
し
の
燧
性
の
努
力
を
嬢
っ
て
初
め
て
綴
來
る
亀
の
と
考
へ
ら
れ
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罎
る
。
然
し
元
來
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瑚
作
一
と
霊
魂
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見
方
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働
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．
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。
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な
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説
丈
及
び
慶
告
に
翻
す
る
件
は
贋

　
突
館
へ
御
申
込
下
・
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
秘
共
前
金
に
て
御
途
り
下
さ
る

　
べ
く
候

⑤
振
赫
馳
凋
金
に
て
御
裏
金
は
（
｛
果
窟
二
八
0
番
）
賓
支
館
宛
に
願
上
候

◎
肺
罰
金
切
れ
の
揚
合
は
幣
三
門
に
調
醗
▲
重
切
」
の
印
章
・
柵
「
棒
鞭
致
す
べ
き
に

　
付
直
に
御
彿
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
戴
拾
饅
御
曇
り
下
さ
れ
度
候

⑤
特
に
講
求
轡
及
領
転
調
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
御
邊
付
下

　
さ
れ
度
候

大
話
八
年
八
月
二
十
七
日
印
嗣
納
本

大
正
八
年
九
月
一
日
斜
行

編
輯
者

婚
姻
表
着

酸
行
春

印
刷
麿

印
棚
所

第
四
十
二
號

第
四
巻

第
九
燈

京
都
帝
國
大
門
丈
學
部
内

　
　
　
京
郷
哲
學
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

秀葉青叢大

尉磯葉
腰許久
工翻　番本
場地二郎繭吉

襲
行
所
殿
掛
硯
螺
群
肝
郵
書
文
館

瀦
婆
買
一
新
煉
臨
肺
魍
雌
曜
三
顧
遭
行
朋
寳
交
士

爵
脈
所

（
東
京
）

良
朋
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
東
海
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

臨
戦
館
　
（
潜
戸
）

北
斎
館
、

盛
旧
館

寳
文
館



讃膝下晶晶の螺著名

鱗
講
櫛
交
學
士
高
田
保
馬
著

璽親最

穿．蛹
?
，

冊萱全装布

圓式金贋工
銭二十金料逸

著
者
、
就
會
學
の
研
鐙
に
笹
蟹
せ
ら
る
、
こ
と
既
に
十
年
、
常
に
豊
野
の
純
理
に
没

頭
し
て
、
其
獲
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
り
。

本
書
は
其
聞
に
成
れ
る
苦
心
の
単
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
入
類
の
愛
、
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
巻
の
特
色
に
し
て
、
叉
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
叉
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
世
界
に
於
け
る
砒
會
組
織
の
神
里
將
に
近
か
ら
ん
と

す
、
此
時
勢
の
必
要
に
慢
じ
て
、
就
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
、
砒
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
味
は
む
と
す
る
人
士
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。

肩要の書本

六五四三ニー

疵
會
潅
化
論
の
性
質

軒
會
法
則
の
性
質

統
計
的
方
法
と
蹄
納
法

生
死
減
少
逆
行
の
法
則

貧
富
と
出
生
率

分
離
論

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

七
　
…
耽
會
的
定
量
の
法
則

八
　
分
業
に
つ
い
て

九
　
家
族
の
將
來
と
叶
會
の
團
結

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

十
　
資
本
家
的
集
積
説
の
研
究

十
蝋
　
優
生
學
是
非

＋
二
現
袋
明
の
迷
妄
i
生
産
肇
の
否
定
　

町石島井橋本日市会夷

番○八二京東替振
寳館町路淡重土市阪大

番三四阪大替振

哲
鰯
研
究
　
第
四
十
二
號
聯
鋼
船
燃
、
一
甑
襲
砕
（
毎
月
一
回
一
日
獲
行
）
藪
溝
辮
幽
羅
醐
）

定
置
金
武
拾
五
銭


